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第20号( 1 )

電
機
労
働
者
懇
談
会
と
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
４
月
20

日

（
土
）
、
政
策
学
習
会
「
電
機

産
業
と
国
際
労
働
基
準
」
を
都

内
の
神
明
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
、
11
企
業
、
３
団
体
か

ら
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
井
節
生
電
機
懇
代
表
は
、

大
企
業
の
社
会
的
責
任
を
追
及

し
て
き
た
20
年
来
の
電
機
懇
運

動
や
東
芝
争
議
を
紹
介
し
「
本

日
の
学
習
会
で
学
ん
で
、
電
機

大
手
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
行
動
は
国
際
労

働
基
準
に
照
ら
し
て
ど
う
か
、

正
し
て
い
く
立
場
で
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
開
会
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労

働
機
構
）
駐
日
事
務
所
の
林
雅

彦
次
長
か
ら
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
と
そ
の
戦
略
的
目
標
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
１
時
間
40

分
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
氏
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
歴
史
、

必
要
性
、
目
的
、
組
織
、
活
動

を
詳
し
く
説
明
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
と

は
何
か
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
究
極

の
目
標
は
「
労
働
条
件
の
改
善

を
通
じ
た
社
会
正
義
の
実
現
」

で
あ
る
と
し
、
１
９
９
９
年
に

は
、
新
た
な
21
世
紀
に
む
け
た

目
標
と
し
て
「
す
べ
て
の
人
に

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
」

を
提
唱
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。

林
氏
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
）
に
つ
い
て
は
「
十

分
な
雇
用
の
『
量
』
と
『
質
』
」

の
両
方
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
、

４
つ
の
戦
略
目
標
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
重
視
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。

林
氏
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
の
定
義
と
動
向
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
の
解
説
を
行
い
、
「
狭
義

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
→
労
働

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
適
用
→
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
」
の
道
筋
を
力
説
し
、

講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
米
田
徳
治
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
執
行
委
員
長
が

「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
と

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
実
践
」

を
テ
ー
マ
に
30
分
間
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

米
田
氏
は
、
電
機
大
リ
ス
ト

ラ
の
特
徴
と
た
た
か
い
、
国
連

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
（
Ｇ

Ｃ
）
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
活
用
に

つ
い
て
を
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東
芝
Ｍ

Ｃ
Ｐ
、
沖
電
気
な
ど
で
の
取
り

組
み
を
ま
じ
え
て
報
告
し
、
特

に
国
連
Ｇ
Ｃ
の
原
則
１
と
２

（
人
権
）
、
原
則
３
（
団
体
交

渉
）
を
活
用
し
た
労
働
組
合
運

動
の
強
化
を
提
起
し
ま
し
た
。

講
演
と
報
告
を
受
け
て
、
会

場
の
５
名
か
ら
報
告
と
質
問
が

出
さ
れ
、
林
次
長
か
ら
詳
し
い

回
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
森
英
一
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
書
記
長
か
ら
「
国

際
労
働
基
準
、
国
連
Ｇ
Ｃ
を
学

び
、
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
、

政
策
学
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

第 ２ ０ 号 の 紹 介

１面 国際労働基準を学び活用を

２面 第８４回メーデー

米田委員長メッセージ⑯

３面 賃上げ・安定雇用についての

懇談会に参加

リコーサービス残業是正で

労基署に要請

４面 交流のひろば、告知板

国際労働基準を学び活用を

４月２０日（土）政策学習会・電機産業と国際労働基準

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
と

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
実
践

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の

４
つ
の
戦
略
目
標

１

仕
事
の
創
出
（
雇
用
）

２

仕
事
に
お
け
る
権
利
の
保
障

（
権
利
）

３

社
会
的
保
護
の
拡
充
（
保
護
）

４

社
会
対
話
の
促
進
と

紛
争
解
決
（
対
話
）

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
と

労
働
Ｃ
Ｓ
Ｒ

４つの戦略目標

ＩＬＯ駐日事務所

林雅彦次長

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
構
）
の

究
極
の
目
的
は


